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はじめに

運動技能の習得を主な学習内容とする体育授業で

は，技能の説明や修正など指導の80～90％が言語教示

であると言われ，教師にとって指導ことばは避けて通

ることのできない問題である。

運動を教えるという場合，教師は教えようとしてい

る運動について，正確な運動知識を持つと同時に，そ

の知識を的確に表現できる能力が要求される。運動が

できるようになるためには，運動の仕方をいくらこと

ばで詳細に説明しても，それが正しい知識であったと

しても，子ども自身がそれを納得しないかぎりことば

は伝わらないのである。ことばは頭の中で理解できて

も，身体では理解できないのである。子どもにとって

指導ことばは，連動の仕方を外から教えてくれるだけ

でなく，子ども自身の身体に運動の感じを生じさせて

くれるよう，内からも教えてくれるものでなければな

らない0．子どもが求めているのは，自分の身体をど

のように動かしたらよいかについてヒントを与えてく

れる指導ことばである。したがって，指導ことばは，

連動の仕方についての論理的（科学的）説明だけでな

く，感覚に訴え運動イメージを育てることば，さらに

はコツやカンといった微妙なタイミングまでも視野に

入れなければならない2〕・

小林は，体育授業の指導ことばの収集と体系化を試

ゑているが，特に重要なのは，メージを豊かに育てる

ことばと，物理的法則に則りながらも感覚に訴える指

導ことばであると述べている3脚'6)。

現在の連動学習理論では，イメージに堕要な役割が

与えられている。運動学習は，基準とする巡勤と自分
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が遂行しているあるいは遂行した運動を比較し，その

誤差を検出してより基準に近付けるよう修正していく

連続的プロセスとして説明される６)。学習の進行はイ

メージに大きく依存しており，イメージによって運動

がより正確にかつ精級にコントロールされるようにな

るとともに，運動の経験がよりデリケートなイメージ

を形成していくと言った両者の相互作用を想定してい

るn．スポーツにおける巡動技能の習得は，力学的な

知的な習得ではなく，感覚的なコツの習得である。

稲垣は8'，連動イメージは連動学習において力学的

情報（知識）を動作に結びつける媒体となり，その有

効利用を促進するとし，本来，個人的な内的経験であ

り，優れた競技者や指導者が持ち得る優れた連動イ

メージを保存，蓄積し，他者が利用できるようになる

としている。連動イメーシを，ことばを通して子ども

が利用できるようになるために，教師の指導ことば

は，子どもの運動技能学習の成否に大きく関わってく

ることが考えられる。

連動指導の場で肢も頻繁に使われることばの一つ

は，身体をどのように動かせばよいかについての教示

である。この時，通常は運動技術すなわち論理的な知

識としての合理的な身体操作の系列の説明という形が

とられる9)．しかし，正確で論理的な説明より，不正確

であいまいであっても，学習者が「ああ，あの感じ

か」とか「うん，なるほど」と過去の体験によって形

成されているイメージを通して直観的・感覚的にわか

る言葉が重要な役割を果たす場合がある。杉原は､)，

これらをイメージを引き出す手がかりとなる言語教示

とし比喰的表現・感覚的なことば・リズムをとること

ばの３種類に分類している。また，小林は3x動，指導経

験から感覚的指示の必要性を感じ，それらの収集・整

理・分類することによって，体育における感覚的な指
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示の言葉を，意識を焦点化させる指示，比愉によって

イメージを育てる指示，擬音語による指示の３種類に

分類している。

感覚的な指示は，不正確であいまいな表現であるこ

とが多いが，小林は，初発の言葉として大づか桑な感

覚的指示の言葉でポイントをつかませ，この状況に応

じて細かな指示をしていくことを強調している。その

ためには，優れた競技者や経験豊かな指導着が持つ指

導ことばを数多く収集し，他者が利用できるようなも

のにしておくことは，研究として意味がある。

本研究は，器械運動の授業において，教師が用いる

指導ことばを幅広く収集し，分析を試承，子どもの運

動イメージの形成に役立つ，より優れた指導ことばを

蓄積して，指導ことばと助言のあり方の改善に資する

こと，運動種目実施の経験が十分でない指導者の支援

に資することを目的とする。

研究方法

(1)調査対象

愛媛県の小学校教員300名，中学校保健体育教員

２００，計500名を無作為に抽出した。

(2)調査期間

平成６年11月～平成７年１月までの約２ヶ月間と

した。

調査用紙の回収は，小学校88名，中学校１０４名，合

計192名で回収率は38％であった。

収集された指導ことばの数は表ｌのとおりである。

表１器械運動の指導ことばの記述教

器械運動種目 記述数 平均

前転４２５
後転４０６
逆上がり３６８
後まわり３３９
開脚跳び４６２
抱え込桑跳び３５０

マット ２
０
９
８
４
８

①
◆
◆
●
●
●

２
２
１
１
２
１

鉄棒

跳び箱

『
逆上がり

幕

兵頭

後転

図１器械運動の動作絵
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図１器械運動の動作絵

5１

開脚跳び

(3)調査内容および方法

器械運動の中から①マット運動では，前転と後

転，②鉄棒連動では，逆上がりと後まわり，③跳び

箱運動では，開脚跳びと抱え込ふ跳び，の合計６種

目とした。指導ことばの調査は，これら６種目の

「技」を絵で示し，先生方が指導の際に用いる指導

ことばを自由記述する方法で実施した。（図ｌ）調

査方法は，郵送法による配票調査とした。

一

跳び箱運動
一

＝二二
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１－１マット運動前転

マット運動の技は，体を曲げてから着手するまで，

着手から後頭部，背‘:１１，お尻を着いていく回転局面に

よって櫛成される。収集した指導ことばの１０位までが

表２に示されている。

琴

表２マット運動（前転）の指導ことば

房匙
』八

順位指導

器械運動の指導ことば（１）

こ

上位５位までがすべて説明的な指導ことばであり，

しかも身体の部位に着目させる指導ことばが多く用い

られている。第１位は｢後頭部をマットに着ける｣，第

２位は「へソを見る｣，第３位は「顎を引く」であり，

頭部の使い方を恵識させる指導ことばが多用されてい

る。

局面別に見ると，若手から足を若くまでの回転局面

の指導ことばが最も多い。「始め」の局面では，「手は

肩幅に着く」と手の着き方に意識を向けさせる指導こ

とばが用いられている。「なか」の局面では，「後頭部

をマットに着ける」が第１位，以下「へソを見る」「顎

を引く」「後頭部→背中→お尻の順に着ける」と続い

ており，ここでは頭部の使い方を重視した指導が行な

われている。また，「ポールになったつもりで」「背中

を猫のように」といった変身や動作のイメージを描か

せる比喰的表現も見られ，子どもに運動のイメージを

結果及び考察

後頭部をマットに着ける

ヘソを見る

顎を引く

手は肩幅に着く

後頭部→背中→お尻の順につける

ボールになったつもりで回る

背中を猫のようにする

背中を丸める

手を前に出して起る

瞳を素早くお尻に引き寄せる

１
２
３
４
５
６
８
８
８
８

とば頻数局面分類

明
明
明
明
明
聡
聡
明
明
覚

説
説
説
説
説
比
比
説
説
感

１
０
９
５
３
８
７
７
７
７

４
３
１
１
１

か
か
か
め
か
か
か
か
り
り

な
な
な
始
な
な
な
な
終
終



手でマットを押す

手をウサギの耳のようにする

背中を丸める

手をしっかり着く

ヘソを見る

勢いをつけて転がる

耳の横に手をそえる

顎を引いて回る

手は耳の後へ着く

手でしっかりマットを押す

5２

表３マット運動（後転）の指導ことば

明
聡
明
覚
明
覚
明
明
明
覚

説
比
説
感
説
感
説
説
説
感

とば頻数局面分類順位 指導 こ

８
５
１
６
５
３
１
１
９
７

３
２
２
１
１
１
１
１
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り
め
か
か
か
か
め
か
め
り

終
始
な
な
な
な
始
な
始
終

１
２
３
４
５
６
７
７
９
０１

を押す｣，第２位は，ものをイメージさせる比愉的表

現の「手をウサギの耳のようにする｣，第３位は，説明

的表現の「背中を丸める｣，第４位は感覚的表現の「手

をしっかり着く」である。前転に比べると，上位が説

明的指導に偏っておらず，比喰的・感覚的指導も象ら

れる。比喰的・感覚的指導の多用により子どもの運動

イメージの形成に役立てようとする教師の姿勢が伺わ

れる。特に手の使い方を意識させる指導に重点が股か

れている。

局面的に見ると，「始め」と「なか」の局面の指導こ

とばが多く，回転後半と回娠に入る前の局面が特に重

視されている。「始め」の局面では，「手をウサギの耳

のようにする」が第１位，以下「耳の横に手をそえ

る」「手は耳の後に着く」と続いており，手の位侭や使

い方に関する指導ことばが多い。「なか」の局面では，

「背中を丸める」が第１位，以下，「手をしっかり着

く」「へソを見る」「顎を引いて回る」と続いており，

身体の部位を意識させる指導ことばに意が注がれてい

る。「終り」の局面では，「手でマットを押す」が第１

位，以下「手でマットをしっかり押す」と続いてお

り，ここでも手の使い方に関する指導ことばが上位に

見られる。説明的表現の「手でマットを押す」に対し

て，どのように「押す」のかといった感覚的表現がつ

け加えられた指導ことばが見られ，同じ内容でも微妙

に異なった表現かなされている。

指導ことばを小学校と中学校及び教師の経験年数か

ら概観する。

説明的指導ことばでは，中学校は手に意識を集中さ

せる指導ことばが非常に多く，しかも，指先，手の使

い方など具体的である。小学校では，手の位置や体を

マットにつけていく順番に関する指導ことばが特徴的

である。感覚的指導ことばでは，中学校で経験１０年以

上の指導ことばが多岐にわたって豊富である。「手を

上手く形成させようとする教師の姿勢が伺われる。

「終り」の局面では，「手を前に出して起きる」「髄を

素早くお尻に引き付ける」と続いており，手や足の使

い方を意識させる指導ことばが用いられている。「睡

をお尻に引き付ける」という説明的指導だけのものよ

り，「素早く」という感覚的表現を加えた指導ことば

が見られ，子どもに具体的な運動イメージを形成させ

ようとしている。

収集した指導ことばを小学校と中学校及び経験年数

から概観する。

説明的指導ことばでは，「後頭部をマットにつける」

「へソを承る」「アゴを引く」など，手や頭部の使い方

などについては，小学校と中学校それに教師経験年数

による差はそれ程承られない。比愉的指導ことばで

は，「ポールのように」とか「猫のように」といった体

の丸め方，「円を描くように」といった回り方など，指

導ことばは多岐にわたるが，中学校で経験10年以上が

比較的多く用いている。

感覚的指導ことばは，非常に多く用いられている。

中でも「大きく」「小さく」や「しっかり」「素早く」

といったものが小学校の経験10年未満に目立った。ま

た，中学校の方は，手や頭部の使い方だけでなく，目

線や勢いなど具体的で多岐にわたっている。擬音語に

ついては，「トン」「コロン」といったなめらかな回転

をイメージさせるものが中学校に散見される。

１－２マット運動後転

後転の技は，かがんだ姿勢からお尻をつくまで，お

尻をついてから背中，後頭部，着手までの回転前半局

面，清手から足を着いて起き上がるまでの回転後半局

而に分けられる。収集した指導ことばの10位までが表

３に示されている。

指導ことばの第１位は，説明的指示の「手でマット
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しっかりつく」や「｢しっかりマットを押す」が多く，

他に「グッ」という擬音語も見られる。経験１０年未満

の教師の指導ことばが手に偏っているのに対して，

「小さく丸く」や「思い切って」といったものも見ら

れる。比愉的指導ことばでは，「ボール」や「猫」のよ

うに体を丸くするイメージを示したもの，「うさぎの

耳」といった手の位置を示すもの，「ゆりかご」といっ

た転がるイメージを示すものがある。中学校の経験１０

年未満に比喰的表現が多く見られる。

説明的表現に，「強く」や「思いっきり」といった感覚

的表現を加えることによって，教師は子どもに具体的

な運動イメージを形成させようとしていると思われ

る。「なか」の局面では，「へソを鉄棒に着ける」が第

１位，以下「へソを見る」「腕で鉄棒を引き付ける」と

続いている。「へソ」を鉄棒に蒜けるためには，腕の使

い方が関わってくるが，それには触れず，腹部のシン

ボルである「へソ」に蓋目した指導ことばを用いるこ

とによって，子どもに運動イメージを形成させようと

している。

指導ことばを小学校と中学校及び教師の経験年数か

ら概観する。

説明的表現では，中学校の指導ことばが多岐にわ

たっている。「腕を曲げたまま」「へソを鉄棒につけ

る」「腕で引きつける」といった手の使い方に関する

ものと胆部に恵識を向けさせるものが多い。「へソを

鉄棒につける」は，小学校には全く見られず，中学校

との間に大きな差が見られる。このことばは比較的専

門的知識を持った中学校の経験10年未満によく用いら

れている。感覚的指導ことばでは，「しっかり」「強

く」「思い切り」といった言葉を用いて蹴り方や足の

振り上げ方についての指導が多く行なわれている。ま

た，「大きく」「一気に」「素早く」のような回り方全体

に関するイメージを示すものが目立った。これらの指

導ことばは，そのほとんどが中学校のものであった。

比愉的指導ことばは，小学校はほんの少しで，ほと

んどが中学校のものであり，腰やへソ，足を鉄棒に

「まきつける」といったものである。その他，「ブン」

「バーン」という擬音語や「１．２．３」というリズ

ムによる指導ことばも中学校に見られる。

２－１鉄棒運動逆上がり

逆上がりの技は，地面を蹴って足を振り上げるま

で，腹部を鉄棒に着けるまで，手首を返して起き上が

るまでの３局面に分けられる。収集した指導ことばの

10位までが表４に示されている。

指導ことばの上位４位まではすべて説明的表現であ

り，逆上がりの指導では，身体の部位に着目させた指

導ことばが多く用いられている。第１位は，「へソを

鉄棒に着ける｣，第２位は「腕は曲げたままにする｣，

第３位は「へソを見る」と，腹部のシンボルといえる

「へソ」を若目点としたり，腕の使い方を意識させる

指導に意が注がれている。また，地面を蹴るときの感

じを示したものとして，感覚的表現も見られる。

局面別にみると，上位は「始め」と「なか」の局面

のものがほとんどで，地面を蹴って足を振り上げてか

ら鉄棒に腹部を着けるまでの指導ことばが多く見られ

る。

「はじめ」の局面では，「腕は曲げたままにする」が

第１位，以下「脇をしめる」「地面を強く蹴る」「顎を

引く」「地面を思い切り蹴る」と続いている。腕の使い

方では説明的表現が，足の使い方では力加減に関する

感覚的表現が用いられている。「地面を蹴る」という

表４鉄棒運動（逆上がり）の指導ことば

へソを鉄棒に着ける

腕は曲げたままにする

ヘソを見る

脇をしめる

地面を強く蹴る

腕で鉄棒を引きつける

顎を引く

地面を思い切り蹴る

足をしっかり振り上げる

肘をしっかり曲げる

とば頻数局面分類

器械巡動の指導ことば（１）

こ

１
２
３
４
５
６
７
７
９
９

明
明
明
明
覚
明
明
覚
覚
覚

説
説
説
説
感
説
説
感
感
感

か
め
か
め
め
か
め
め
め
め

な
始
な
始
始
な
始
始
始
始

０
４
１
８
８
７
６
６
５
５

２
１
１
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に着目した指導ことばを用いることによって，子ども

に連動イメージを形成させやすくしようとしている。

また，頭部と膝の使い方に関する指導ことばも見られ

る。「おわり」の局面では，「膝を曲げて起きる」が第

１位，次いで「手首を返す」と続いている。手の使い

方だけでなく，膝の使い方に関する指導ことばも承ら

れるが，この局面は件数が少なく軽視されている。

指導ことばを小学校と中学校及び教師の経験年数か

ら概観する。

説明的指導では，「鉄棒をヘソから離さない」「反動

を利用する」が股も多く用いられており，小学校と中

学校との間に差はあまり見られないが，経験１０年未満

によく用いられているようである。中学校で経験10年

以上では，手首や足の使い方，及び鉄棒を体のどこの

部位で挟み込むのか具体的な指導がなされている。

感覚的指導では，「大きく」「遠く」「速く」といった

表現や「腕をしっかり伸ばす」「背を丸める」などの表

現が多く見られる。これらの表現は中学校で経験10年

以上に多く用いられている。小学校では「腕をしっか

り伸ばす」ことに注意が向けられている。また，「思い

切り」「自信を持って」のような縮神的な励ましのこ

とばは小学校に多く見られる。

比噛的指導では「振り子のように」が最も多い。中

学校で経験１０年未満に比愉的指導ことばが多用されて

いる。「まきつける」という表現が目立つが，「鉄棒に

○○をまきつける」のと「鉄棒を○○にまきつける」

という表現があり，助詞の使い方でイメージが全く変

わってくるように思われる。その他，回転をイメージ

させる言葉として「クルッ」という擬音語も散見され

たが，いずれも中学校である。

２－２鉄棒運動後まわり

後まわりの技は，身体を振って一度鉄棒から離して

から回転に入る直前までと，腿とお腹で鉄棒を挟象込

んでの回転局面，手首を返して起き上がるまでの３局

面に分けられる。収集した指導ことばの10位までが表

５に示されている。

指導ことばの上位２位までは説明的表現，第３位は

ものを操作するイメージの比喰的表現，そして第４位

にリズム的表現が見られる。上位にリズム的表現が見

られるのは稀であり，後まわりの指導では，教師は連

動のリズムを重視しているようである。また，上位に

感覚的表現は見られない。第１位は，「鉄棒をヘソか

ら離さない｣，第２位は，「足の反動を利用する｣，第３

位は，「頭を振り子のように振る」と続いており，腹

部，足，頭部と身体の各部位にわたった指導ことばが

用いられている。

局面別に見ると，「なか｣，続いて「始め」の局面の

指導ことばが多く，回転直前と回転局面を重視した指

導に意が注がれている。「終り」の局面では起き上が

り方の指導に意が注がれている。

「はじめ」の局面では，「足の反動を利用する」が第

１位，以下「１．２の３で回る」「頭を後方へ勢いよく

振る」と続いており，頭部と足の使い方を意識させる

指導が重視されている。また，リズム的表現を用いる

ことによって，運動そのもののイメージを形成すると

いうより，子どもが運動に取り組むきっかけや励まし

としているようである。

「なか」の局面では，「鉄棒をヘソから離さない」が

第１位，以下「頭を振り子のように振る」と続いてい

る。逆上がりと同様，「へソ」を鉄棒から離さないため

には，腕の使い方や足の振込桑方などが関わってくる

が，それには触れず，腹部のシンボルである「へソ」

表５鉄棒運動（後まわり）の指導ことば

鉄棒をへソから離さない

足の反動を利用する

頭を振り子のように振る

１．２の３で回る

膝を曲げて起きる

頭を後方へ勢いよく振る

手首を返す

体を鉄棒に巻きつける

振り子になったつもりで

腕をしっかり伸ばす

順位指導 とば頻数局面分類

兵頭
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覚
明
喰
喰
覚

説
説
比
リ
説
感
説
比
比
感

１
２
３
４
４
６
６
８
８
０１

か
め
か
め
り
め
り
か
か
め

な
始
な
始
終
始
終
な
な
始

３
７
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６
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４
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１
１
１
１



頻数局面分類

5５

３－１跳び箱運動開脚跳び

開脚跳びの技は，助走から踏象切りまで，踏桑切っ

てから若手まで，着手してから着地までの３局面に分

けられる。収集した指導ことばの１０位までが表６に示

されている。

指導ことばの第１位は説明的表現の「両足を揃えて

踏梁切りなさい｣，第２位は説明的表現の「膝を曲げ

て若地しなさい」と感覚的表現の「両足で強く踏桑切

りなさい」とが続いている。また，第４位と５位及び

７位は感覚的表現であり，６位と10位には擬音的表現

が見られる。開脚跳びの指導では，身体の部位に蒜目

させたものだけでなく，イメージを引きH{す手がかり

となる感覚的表現や擬音的指導ことばが多く用いられ

ている。特に，足と手の使い方を意識させる指導こと

ばに重点が置かれている。

指導ことばを局面別に見ると，どの局面でも平均し

ており，開脚跳びでは，一つの局面を亜視することな

く，偏りのない指導が行なわれている。「はじめ」の局

面では，「両足を揃えて踏染切りなさい」が第１位，以

下「両足で強く踏承切りなさい｣，「“バーン“と音を

出して踏承切りなさい」と続いている。助走に関する

指導ことばは少ないが，助走後の踏み切りは非常に重

視されている。ここでは「バーン」といった擬音語を

含んだ感覚的指導が特に多く，子どもにより具体的な

運動イメージを形成させようとしている。

「なか」の局面では，「手を遠くに若きなさい」が第１

位，以下「手で突放しなさい」「跳び箱の３分の２の所

に着手しなさい」「バーンと音がするように手を蒜き

なさい」と続いている。着手の位世や突放しに関する

ものが多く，手の使い方を意識させる指導に意が注が

れている。ここでも感覚的指導や擬音語の指導ことば

が多く見られ，子どもに運動イメージを引き出す手が

かりを与えようとしている。「おわり」の局面では，

「柔らかく着地しなさい」が第１位，次いで「櫛かに

着地しなさい」と続き，着地に関するものが多く見ら

れる。「柔らかく」や足音に意識を集中させる「静か

に」と，いった感覚的ことばを用いることによって，

単に「膝を曲げて」という身体の部位に着目させた指

導ことばよりも，子どもの連動イメージを膨らませや

すくしているようである。

指導ことばを小学校と中学校及び教師の経験年数か

ら概観する。

説明的指導では「両足を揃えて踏染切る」「手で突

放す」が最も多い。中学校では，「手を遠くに着く」や

「手で突放す」といった手の使い方，手を着く位置に

関するものが多く，具体的で専門性に富んでいるよう

に思われる。小学校では「両足を揃えて踏み切る」が

最も多く，次いで，手の使い方，手を着く位世に関す

るものが続き，視線や足，腰の使い方などに関する指

導ことばも見られる。

感覚的指導では，中学校では，踏象切りを「強く」

「柔らかく」「リズムよく」といった全体のイメージを

表しているのに対して，小学校では「両足で力強く」

「しっかり手を振る」のように体の部位に関する指導

ことばが見られる。特に，中学校では，踏鍬切り，着

手に関する指導で，「バーン」という擬音語を用いて

「力強く踏鍬切る」「力強く突放す」「手を遠くに着

く」も多い。比喰的指導では，中学校に跳び方をイ

メージさせることばとして「‘馬跳びの要領て」という

記述があり，強い踏承切りや清手に関して「跳び箱を

たたく」「踏桑切り板をたたく」といったものが散見

される。リズム的ことばでは，小学校に「ターン」と

いう踏糸切りに関するもの，「バーン・パ」という若

手に関する記述が見られる。

表６跳び箱運動（開脚跳び）の指導ことば

両足を揃えて踏み切る

膝を曲げて着地する

両足で強く踏み切る

手を遠くに着く

柔らかく着地する

「バーン」と音を出して踏み切る

手で突放す

静かに着地する

跳び箱の３分の２の所に着手する

「バーン」と音がするように着手する

順位指導 とば

器械連動の指導ことば（１）
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表７跳び箱運動（抱え込み跳び）の指導ことば

明
覚
明
明
聡
明
覚
明
覚
覚

説
感
説
説
比
説
感
説
感
感

とば頻数局面分類順 位指 導
｝
』

１
２
３
４
５
６
６
６
６
６

膝を胸につける

両手を強く突放す

正面を見る

腿を胸につける

腕で台をかくようにして突放す

両足で踏み切る

両足を揃えて強く踏み切る

お尻を高くあげる

強く着手する

手を後に強くかく

兵頭

４
６
３
１
７
６
６
６
６
６

４
１
１
１

まとめ

般に比較的よく用いられている。一方，中学校には

「膝を胸につける」「お尻を高くあげる」など，胸や

腰，お尻の使い方に関するものが多い。感覚的指導こ

とばでは，「両手で強く突放す」が最も多く，吹いで，

「両足で強く踏ゑ切る」「強くかく」「強く蒜手」と多

岐にわたっている。小学校では，「両足で強く踏み切

る」という指導ことばが経験１０年未満によく用いられ

る。一方，中学校では，踏承切りや着手の力強さだけ

でなく，大きさや素早さ，高さなどにも着目してい

る。また，踏象切りや着手や着地に「パーンーｌ「パン」

「フワッ」といった擬音語も使われている。

比喰的指導は，中学校では経験１０年以上が，小学校

では経験１０年以下に「腕で台をかくように｣「ウサギ跳

び｣｢かえる跳び｣｢台の上で正座をするように」といっ

た手の突放しと膝の抱え込桑に関するものが多く見ら

れる。リズム的指導は，中学校で経験１０年以上に記述

が多くみられたが，個人によってさまざまである。

３－２跳び箱運動抱え込み跳び

抱え込承跳びの技は，助走から踏象切りまで，踏承

切ってから若手まで，許手してから埼地までの局面に

分けられる。収集した指導ことばの10位までが表７に

示されている。

指導ことばの第１位は説明的表現の「膝を胸につけ

なさい｣，第２位は感覚表現導の「両手を強く突放し

なさい｣，第３位に説明的表現の「正面を見なさい」と

続いている。説明的指導だけでなく，感覚的指導の多

用によって，子どもの運動イメージの形成に役立たせ

ようとする教師の姿勢が伺われる。また，手，足の使

い方だけでなく，視線の置き方にも目を向け，身体の

各部位にわたり偏りのない指導が行われている。

局面別に指導ことばを見ると，「始め」２項目，「な

か」８項目であり，「なか」の局面の指導ことばが特に

多い。「はじめ」の局面では，「両足で踏鍬切りなさ

い」「両足を揃えて強く踏染切りなさい」と説明的・

感覚的指導により，踏象切りに関する運動イメージの

形成に意が注がれている。「なか」の局面では，「膝を

胸につけなさい」が第１位，以下「両手を強く突放し

なさい」「正面を見なさい」と続いている。この局面で

は，特に膝（腿）の抱え込染と手の突放しを重視した

指導が行なわれている。指導ことばは，説明的・感覚

的・比喰的と多様である。「おわり」の局面は，上位

10位までに指導ことばは見られないが，１０位以下に

「膝を曲げて蒜地しなさい」「柔らかく膝を使って着

地しなさい」などの指導ことばが散見される。

指導ことばを小学校と中学校及び教師の経験年数か

ら概観する。

説明的指導では，「両足で踏み切る」「膝を胸につけ

る」といった足の使い方や手の使い方に関する指導こ

とばが多く見られる。「両足で踏承切る」は，小学校全

（１）マット運動において，前転の指導ことばは説明的

表現が多く，着手から足を着くまでの回転局面を重

視し，特に，頭部の使い方を意識させるものが多用

されている。後転の指導ことばは，説明的表現の他

に比喰的・感覚的表現が多く，着手後の回転後半局

面を重視し，特に手の使い方を意識させるものが多

用されている。

マット運動において，前転の指導では，教師は

「後頭部をマットに着ける」「へソを見る」などの身

体の部位，特に頭部に意識を集中させるため，着手

後の回転局面の指導ことばが多用されている。後転

の指導では，教師は「手でマットを押す」「背中を丸
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める」などの身体の部位，特に手に意識を集中させ

る説明的，感覚表現，「手をウサギのようにする」と

いった「もの」をイメージさせる比喰的表現で，若

手後から起き上がるまでの回転後半局面の指導こと

ばが多川されている。

(2)鉄棒運動において，逆上がりの指導ことばは説明

的表現が多く，足を振り上げた後，腹部を鉄棒に着

けるまでの局面を重視し，特に，腹部のシンボルで

あるヘソに着目させたり，腕の使い方を意識させる

ものが多用されている。後まわりの指導ことばは説

明的表現の他に比喰的・リズム的表現が多く，反動

をつけてから回転局面を重視し，身体の部位に偏り

がないものが多用されている。

鉄棒運動において，逆上がりの指導では，教師は

「へソを鉄棒に着ける」「腕を曲げたままにしなさ

い」などの身体部位，特に腹部のシンボルであるヘ

ソに意識を集中させる説明的表現で，足を振り上げ

てから腹部を鉄棒に芯けるまでの指導ことばが多用

されている。後まわりの指導では，教師は「鉄棒を

ヘソから離さない」などの身体の部位，特に腹部の

シンボルであるヘソに意識を集中させる説明的表

現，「頭を振り子のように振る」と「もの」をイメー

ジさせる比愉的表現，「１．２の３で回る」とリズ

ム的表現で，反動局面から回転前半局面までの指導

ことばが多用されている。

(3)跳び箱運動において，開脚跳びの指導ことばは，

説明的，感覚的表現が多く，踏承切りや着手を亜祝

し，足や手の使い方を意識させるものが多用されて

いる。抱え込象跳びの指導ことばは，説明的，感覚

的表現が多く，抱え込象姿勢や突放しを重視し，足

や手の使い方を意識させる指導ことばが多用されて

いる。

跳び箱逆動において，州脚跳びの指導では，「両

足を揃えて踏桑切る」「両足で強く踏みし切る」など

の身体の部位，特に足に意識を集中させる説明的，

感覚的表現，擬音語を用いた表現で，踏承切り局面

と清地局面の指導ことばが多用されている。抱え込

象跳びの指導では，「膝を胸につける」「両手を強く

突放す」など，身体の部位，特に足や手に意識を集

中させる説明的，感覚的表現で，抱え込魂姿勢や突

放し局面の指導ことばが多用されている。

運動技技の指導において，教師の指導の中心的内

容は，子どもに適切な運動イメージを形成させるこ

とである。新しい技能の獲得は，常に何らかの具体

的表象＝イメージを土台としている。述動の学碑と

いうのは，子どもに新しい技能を習得させることで

ある。それは何らかの具体的イメージが基礎となっ

ている。運動技能の習得は，多くの場合言葉による

導入や課題設定によって刺激され，あるいはことば

による説明や修正によって支えられ，促進される。

体育授業において，新しい技を指導する際，教師

は技術の説明をしただけで教えたと思いこみ，後は

子どもが自得するものと考えがちである。

技術は動き方の「コツ」を言葉で表したものであ

るから，どうしても個人の中に取り入れる学習プロ

セスを問題にしなければならない。説明された技術

を身体で「できる」ようにするためには，感覚運動

的な動きの感じを試行錯誤しながら覚えるプロセス

が誰にも必要である！')。そこで子どもが本当に知り

たいのは，どうしたら「できる」ようになるかとい

う動き方の「コツ」である。技を指導する分野で

は，それを行う際に生じる内的な「感じ」というも

のを伝えるための独特な用語法が工夫されていて，

それはたいてい陰峨的表現の形を取っているとい

う。そこでは，科学的な知識を子どものイメージに

わかりやすく翻訳して伝達することによって，教師

の身体の１１１の感覚をありのままに表現し，子どもの

身体の中にそれと同じ感覚を生じさせることが目指

されている。

運動技術の指導では，雰観的な連動経過としての

運動技術の説明と並んで，教えようとしている事柄

を自分自身の感覚として的確に把握していて，その

悩報を子どもが理解できる範囲の適切な言葉ことば

を通して提供していくこと，そのような指導ことば

に教師はもっと関心を持たなければならない。
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